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町立小学校
新一年生がはじめての給食
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４
月
９
日
（
土
）、
明
治
２４
年
か

ら
続
く
王
寺
町
の
名
物
催
事
「
達
磨

会
式
」が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
達
磨
会
式
」
は
、
達
磨
寺
（
王

寺
町
本
町
）
の
鐘
楼
堂
再
建
か
ら
始

ま
っ
た
伝
統
行
事
で
、
法
要
と
し
て

僧
侶
に
よ
る
諸
願
成
就
の
た
め
の
大

般
若
経
読
経
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

達
磨
寺
周
辺
を
片
岡
の
里
保
育

園
児
に
よ
る
稚
児
行
列
が
練
り
歩

き
、
境
内
で
は
ダ
ル
マ
市
や
駐
車
場

で
は
商
工
会
に
よ
る
模
擬
店
、
様
々

な
お
祭
り
屋
台
が
並
び
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
総
合
司
会
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

ス
テ
ー
ジ
」
や
「
奈
良
芸
術
短
期
大

学
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
参
加
型
ラ
イ
ブ

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」、「
こ
ど
も
坐
禅

会
」、
な
ど
様
々
な
企
画
が
目
白
押

し
で
、
境
内
は
終
始
た
く
さ
ん
の
人

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

125年目の伝統行事
「達磨会式」が盛大に開催

▲雰囲気たっぷりの稚児行列

▲雪丸のおともだち大集合！！▲大小さまざまなダルマ市の様子

▲天平衣装を身にまとって記念撮影

▲片岡の里保育園卒園生たちによる和太鼓演奏
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今
回
の
「
達
磨
会
式
」
で
使

用
さ
れ
た
題
字
は
、
県
内
外
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
王
寺
町
出
身
・

在
住
の
書
道
家
、
高
岡
哲
也
さ

ん
に
書
き
上
げ
て
い
た
だ
き
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
し
て
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
、
の
ぼ
り
な
ど
に
活

用
さ
れ
ま
し
た
。

高
岡
哲
也
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
８
４
年
王
寺
町
に
生
ま

れ
る
。
奈
良
県
立
養
護
学
校
中

学
部
１
年
の
と
き
に
書
道
に
出

会
う
。第
２８
回「
肢
体
不
自
由
児
・

者
の
美
術
展
」
特
賞　

他
受
賞

歴
多
数
。

▲ふるさと納税特設ブース▲園児によるお手前▲達磨寺本堂での「こども座禅会」

▲高岡哲也さんから町観光協会に贈呈されました

▲奈良芸術短期大学によるライブペインティング“達磨絵式”▲大にぎわいのお祭り屋台

▲大般若経読経

▲お稚児さんの衣装に身を包み、真剣な面持ち
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石造雪丸像
せき   ぞう  ゆき  まる  ぞう

りん じゅう

ゆい   ごん

きん   けい

ふせ   ばち

たちばなでら  ちょう  ろう ほう　くう

しゅう   い　  き

せん じゅつ じょう ぐう  たい　 し

ほう   じゅ

うしとら

　

王
寺
町
教
育
委
員
会
は
、
王
寺
町
文
化
財
保
護
審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
る

な
ど
に
よ
り
、
平
成
28
年
3
月
25
日
付
け
で
、
石
造
雪
丸
像
、
達
磨
寺
旧
本
堂

瓦
製
露
盤
、
聖
徳
太
子
御
絵
指
示
の
3
件
を
、
新
た
に
王
寺
町
指
定
文
化
財
に

指
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
王
寺
町
指
定
文
化
財
は
木
造
千
手
観
音
坐
像
、

藤
井
問
屋
（
通
運
会
社
）
関
係
印
判
類
と
合
わ
せ
て
5
件
に
な
り
ま
し
た
。

　

王
寺
町
指
定
文
化
財
は
王
寺
町
に
と
っ
て
重
要
な
文
化
財
で
す
。
文
化
財
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

文化財の種類：有形民俗文化財
所　有　者：達磨寺（本町２丁目）
解　　　　説：
　雪丸は聖徳太子の愛犬で、人の言葉を理解
し、経をとなえ、臨終の際に自分を達磨墳の艮
（北東）へ葬るように遺言を残したと伝承さ
れています。
　また、雪丸像は元日に鳴くとその年は豊作
に恵まれるとも言い伝えられており、土中に埋
められた金の鶏が元日に鳴くという金鶏伝説
や、フクマル呼びという正月迎えの行事との共
通性が認められます。石造雪丸像には、人々の
犬に対する信仰が伝えられています。

達磨寺旧本堂瓦製露盤
文化財の種類：有形文化財（歴史資料）
所　有　者：達磨寺（本町２丁目）
解　　　　説：
　露盤とは方形の屋根の頂部をおさえる役目
をもつ箱形のもので、瓦で作られているため
瓦製露盤と言います。
　瓦製露盤は総高98cmで、露盤、伏鉢、宝珠
という部材からなり、『大和名所図会』（寛政３
年出版）に描かれた本堂の屋根の頂部にのせ
られていたものと考えられています。
　この瓦製露盤には、瓦を焼く前にヘラで書か
れた文字があり、『大和王寺文化史論』の報告
によると、元禄５年（1692）５月に法隆寺の瓦
師である橘吉長によってつくられたことが記
されています。聖徳太子ゆかりの寺院である
達磨寺は、江戸時代にも法隆寺と深くつなが
っていたようです。

聖徳太子御絵指示
文化財の種類：有形文化財（書跡・典籍）
所　有　者：達磨寺（本町２丁目）
解　　　　説：
　橘寺長老の法空が撰述した『上宮太子
拾遺記』と同様の内容が書かれている古
写本です。
（詳しくは「思いつくまま、歴史の旅」へ）

▲大和名所図会の本堂

新
た
に
太
子
ゆ
か
り
の
3
件
を
指
定
！

王
寺
町
指
定
文
化
財
に

これだ
　ワン！！

だる　ま   　じ  きゅう ほん  どう　 が 　せい　 ろ　ばん

しょう とく  たい　し　 おん　え　  し　  じ
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3
月
12
日（
土
）、
出
会
い
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
イ
ベ
ン
ト
『
り
ー
べ
る

ア
ラ
カ
ル
ト
〜
本
日
の
一
品
〜
文
化
協
会　

コ
ー
ラ
ス
部
』
が
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
そ
ろ
い
の
手
作
り
衣
装
を
身
に
つ
け
た
コ
ー
ラ
ス
部
の
合
唱
は
、
童
謡

唱
歌
と
し
て
親
し
み
の
あ
る
「
砂
山
」、「
も
み
じ
」
な
ど
で
始
ま
り
、〝
眠
れ

ぬ
森
の
美
女
〞
の
妖
精
に
扮
し
た
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
、「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド

レ
ー
」
を
３
曲
、そ
し
て
、坂
本
九
さ
ん
の
「
心
の
瞳
」、最
後
は
「
ふ
る
さ
と
」

を
会
場
の
皆
さ
ん
と
合
唱
し
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
集
ま
っ
た

約
５０
名
の
方
々
は
素
敵
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

華
や
か
な
衣
装
に
心
休
ま
る
歌
声

   

文
化
協
会『
コ
ー
ラ
ス
部
』

　

３
月
２０
日（
日
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
リ
ー
ベ
ル
ホ
ー

ル
に
て
歴
史
リ
レ
ー
講
座
「
大
和
の
古
都
は
じ
め
」
第
１８

回
を
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
２
６
３
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
　
館
長
の
千
田
　
稔 

氏

で
、「
大
和
の
古
道
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
で
は
、
大
和
の
古
代
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
下

ツ
道
や
中
ツ
道
、
筋
違
道
な
ど
の
痕
跡
が
現
代
に
も
残
っ

て
い
る
こ
と
を
歴
史
地
理
学
の
手
法
に
よ
り
示
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
そ
う
い
っ
た
道
路
が
中
国
の
都
に
習
っ
て
、

ま
た
は
天
皇
の
行
幸
路
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と

な
ど
、
古
道
の
歴
史
的
な
意
味
に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
講
演
で
は
、
奈
良
の
古
代
史
の
魅

力
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
座
終
了
後
、
王
寺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

の
案
内
に
よ
り
１１
名
の
方
が
達
磨
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ　　と

「大和の古都はじめ」第18回を開催！歴史リレー
講座

唐招提寺　副執事　石田 太一氏
『仏教伝来ー「唐大和上　東征伝」を基にー』

東大寺別当　華厳宗管長　筒井 寛昭氏
『大和の文化と世界の繋がり』

大安寺　貫主　河野 良文氏　　　　　　
『平城京の寺院と僧侶』

奈良大学　教授　上野 誠氏
『明神山360度  「ー大和の文学を語るー」 』

奈良大学　教授　東野 治之氏
『聖徳太子と達磨』

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

5月15日（日）

6月19日（日）

7月17日（日）

8月21日（日）

9月１8日（日）

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

10月16日（日）

11月20日（日）

12月18日（日）

１月22日（日）

2月19日（日）

3月19日（日）

奈良市埋蔵文化財調査センター　所長　森下　恵介氏

奈良県立橿原考古学研究所　所長　菅谷　文則氏

奈良芸術短期大学　教授　前園　実知雄氏

帝塚山大学　特別客員教授　岡本　彰夫氏

帝塚山大学　教授　西山　厚氏

奈良県立図書情報館　館長　千田　稔氏

お問い合わせは、王寺町観光協会　☎33－6668
ホームページ　http://www.oji-kanko.jp/

平成２８年度上半期のラインナップ

平成２８年度下半期のラインナップ

 受付時間
定員270名　受講料　各回500円
当日12時30分から先着順で入場券配布・開場。

場所　地域交流センター　リーベルホール

平成29年

講演テーマは未定ですので、決まり次第「王伸」でお知らせいたします。

※いずれも１３：３０～１５：００
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音楽のある
まちづくり
「人」と「人」をつなぐ
音楽あふれるまちへ

大
好
評
！

「
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
里

わ
ん
デ
イ
パ
ス
」継
続
決
定
！

　

３
月
１０
日（
木
）、
や
わ
ら
ぎ
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
ジ
ュ
ニ
ア

合
唱
団
フ
ェ
ア
リ
ー
ベ
ル
の
一
日
体
験
会
「
い
っ
し
ょ
に
歌
い
ま

し
ょ
う
！
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
の
あ
と
、
フ
ェ
ア
リ
ー
ベ
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒

に
「
夢
を
か
な
え
て
ド
ラ
え
も
ん
」
な
ど
を
歌
い
ま
し
た
。
先
生

の
や
さ
し
く
て
い
ね
い
な
指
導
と
メ
ン
バ
ー
の
美
し
い
歌
声
の
サ

ポ
ー
ト
で
、
参
加
者
の
緊
張
も
徐
々
に
ほ
ぐ
れ
、
ど
ん
ど
ん
元
気

な
声
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、３
月
１６
日（
水
）、や
わ
ら
ぎ
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、ジ
ュ

ニ
ア
ハ
ン
ド
ベ
ル
・
バ
ン
ビ
ー
ナ
の
一
日
体
験
会
「
や
っ
て
み
よ
う
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
！
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
や
バ
ン
ビ
ー
ナ
の
メ
ン
バ
ー
に
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
持
ち
方
や

鳴
ら
し
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
簡
単
な
曲
を

演
奏
し
ま
し
た
。
短
い
時
間
の
な
か
で
の
体
験
会
で
し
た
が
、
参

加
者
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
演
奏
す
る
楽
し
さ
を
実
感
し
た
様
子
で
「
ま

た
来
週
も
や
り
た
い
！
」
と
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

王
寺
町
内
の
達
磨
寺
・
明
神

山
を
は
じ
め
、
聖
徳
太
子
ゆ
か

り
の
法
隆
寺
や
信
貴
山
朝
護
孫

子
寺
行
き
の
路
線
バ
ス
区
間
が

ワ
ン
コ
イ
ン
５
０
０
円
で
１
日

乗
り
降
り
自
由
、
と
て
も
お
得

な
「
わ
ん
デ
イ
パ
ス
」
が
特
典

内
容
を
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し

て
４
月
１
日
か
ら
も
継
続
販
売

し
て
い
ま
す
。
パ
ス
を
購
入
す

る
と
各
飲
食
店
や
各
施
設
で
割

引
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
ま
す
ま

す
お
得
な
パ
ス
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
２９
年
３
月
３１
日
ま
で

数
量
限
定
で
販
売
し
て
い
ま
す

の
で
購
入
は
お
早
め
に
。

販
売
場
所

　

奈
良
交
通
王
寺
案
内
所

　

王
寺
町
観
光
協
会

お
問
い
合
わ
せ

　

王
寺
町
観
光
協
会

　

０
７
４
５
‐
３
３
‐
６
６
６
８

　

３
月
１１
日（
金
）、
片
岡
の
里
保
育
園
で
食
育
の
一
環
と
し
て
『
や
ま
と

雪
丸
鍋
』
を
園
児
た
ち
自
ら
が
作
り
ま
し
た
。

　

通
常
は
鶏
ガ
ラ
ス
ー
プ
を
使
用
し
ま
す
が
、
今
回
は
昆
布
と
か
つ
お
の

出
汁
で
挑
戦
。
代
わ
り
に
『
や
ま
と
雪
丸
鍋
』
を
考
案
し
た
王
寺
町
商
工

会
青
年
部
か
ら
鶏
ガ
ラ
ス
ー
プ
の
作
り
方
、
ス
ー
プ
を
作
る
難
し
さ
に
つ

い
て
写
真
を
交
え
な
が
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
普
段
は
捨
て
て
し
ま
う
骨
か
ら
出
汁
が
出
る
こ
と
」、「
出
汁
を
取
る

の
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
」
を
聞
い
て
園
児
た
ち
は
び
っ
く
り
し
て
い

ま
し
た
。

　
『
や
ま
と
雪
丸
鍋
』
は
郷
土
愛
を
育
み
、
王
寺
町
の
新
名
物
と
し
て
根
付

い
て
も
ら
う
よ
う
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
品
す
る
予
定
で
す
。

ふ
た
つ
の
音
楽
チ
ー
ム
が

体
験
会
実
施！

『
や
ま
と
雪
丸
鍋
』

　

王
寺
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
へ
！



7 2016.5王伸

機構の改編・人事異動（平成２8年４月１日付） （　　）は旧職　組織図順

　「王寺町総合戦略」における施策（取組）を所管する職として新たに「理事」を創設しました。
　また、情報通信技術による効率的な行政運営と利便性の高い住民サービスを推進するため、総務課に「ＩＣＴ推進係」を
文化財の保存及び積極的な活用を推進するため、生涯学習課に「文化財係」を創設するとともに人事異動を行いました。

　都市計画係
　　桝井　保宏（生涯学習課社会体育係）

水道部
（上下水道課）
　課長
　　西村　幸晃（上下水道課事業係長）　
　事業係長
　　木下　秀紀（上下水道課事業係）
　事業係
　　山下　裕之（総務課総務係）

教育委員会事務局
（学校教育課）
　総括課長
　　中井　一喜（政策推進課総括課長）
（王寺幼稚園）
　主任教諭
　　倉田　由美子（王寺北幼稚園主任教諭）
　教諭
　　西山　和美（王寺南幼稚園）
　教諭
　　吉田　綾子（王寺南幼稚園）
（王寺北幼稚園）
　主任教諭
　　嶋　靖子（王寺南幼稚園主任教諭）
　教諭
　　吉岡　由加里（王寺幼稚園）
（王寺南幼稚園）
　主任教諭
　　新　真美子（王寺幼稚園主任教諭）
　教諭
　　川股　真理子（王寺北幼稚園）
（生涯学習課）
　課長
　　西本　貴至（社会福祉協議会事務局長）
　文化財係長
　　岡島　永昌（生涯学習課社会教育係兼地域交流課観光振興係）
　社会体育係長
　　西口　健一（住民課住民係長）
　社会体育係
　　平田　治（総務課安全安心係）
（文化交流課）
　やわらぎ会館係
　　下平　英樹（文化交流課図書館係）
　公民館係
　　木下　さおり（議会事務局議事庶務係）

派遣
　社会福祉協議会事務局長
　　柏本　由樹（住民課総括課長）
　香芝王寺環境施設組合次長
　　平野　厚（建設課長）
　静香苑環境施設組合課長
　　谷口　誠（生涯学習課長）
　社会福祉協議会係長
　　堀内　正起（社会福祉協議会）
　奈良県・王寺町相互派遣実務研修員
　　越智　耕太（政策推進課政策広報係）

新規採用
　政策推進課政策広報係
　　織　茂寿
　総務課安全安心係
　　藪田　卓弥
　住民課くらしと人権係
　　上嶋　宏幸
　保健センター健康推進係
　　伊藤　聡美

再任用
　文化交流課中央公民館長
　　森口　静枝
　文化交流課泉の広場公民館長
　　清原　正兆

退職　（平成２８年３月３１日）
　上下水道課総括課長
　　清原　正兆
　香芝王寺環境施設組合次長
　　山村　幸男
　静香苑環境施設組合課長
　　森口　静枝
　生涯学習課社会体育係長
　　大山　勝則

理事
　中野　衛（総務部長）

議会事務局
　議事庶務係
　　梅野　麻衣子（文化交流課やわらぎ会館係）

総務部
　総務部長
　　古川　義富美（奈良県市町村振興課より派遣）
（政策推進課）
　課長　
　　幸田　芳和（地域交流課長）
　総合戦略係
　　太田　真介（政策推進課財政係）
　財政係
　　横山　丈晴（地方公共団体金融機構派遣）
（総務課）
　ＩＣＴ推進係長
　　樋山　茂樹（総務課総務係）
　ＩＣＴ推進係
　　長原　誠（税務課収納係）
　人事係
　　旗谷　理沙（福祉介護課子育て支援係）
（税務課）
　課税係長　
　　稲葉　竜義（奈良県実務研修員）
　収納係
　　安川　彰子（福祉介護課福祉係）
（出納室）
　会計管理者兼出納室課長
　　西岡　和男（保健センター課長）

住民福祉部
　参事
　　植野　善信（福祉介護課長）
（住民課）
　課長　
　　源　英享（建設課施設管理係長）
　住民係長
　　石田　真規（税務課課税係長）
　住民係兼くらしと人権係
　　小山　慧（住民課くらしと人権係）
（福祉介護課）
　総括課長
　　森田　眞弓（学校教育課総括課長）
　介護保険係長
　　安川　貴久（福祉介護課介護保険係）
　福祉係
　　池町　茜（住民課住民係）
　子育て支援係
　　藤本　容子（地域交流課観光振興係）
　介護保険係
　　辰巳　倫代（国保健康推進課国保年金係）
（国保健康推進課）
　課長　
　　竹川　雅敏（会計管理者兼出納室課長）
　国保年金係
　　中尾　和美（文化交流課公民館係）
（保健センター）
　課長
　　藤本　清隆（国保健康推進課長）
　健康推進係長
　　鬼頭　祐子（福祉介護課介護保険係長）

地域整備部
　参事
　　渡邉　義明（奈良県県土マネジメント部企画管理室より派遣）
（建設課）
　施設管理係長
　　坂本　晃之（建設課施設管理係）
　施設管理係
　　林　優太（まちづくり推進課都市計画係）
（地域交流課）
　課長
　　前田　日出高（地域交流課観光振興係長）　
　観光振興係長
　　松川　学（政策推進課総合戦略係兼政策広報係）
　観光振興係
　　矢沢　詩織（奈良県市町村振興課より派遣）
（まちづくり推進課）
　都市計画係長　
　　増田　勝久（まちづくり推進課都市計画係）
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３
月
２７
日（
日
）、
第
２
回
王
寺

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

集
合
場
所
の
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー
北
側
広
場
に
は
２７
世
帯
（
７１

名
）
の
参
加
者
が
集
い
、
参
加
者

の
中
に
は
3
歳
か
ら
８６
歳
ま
で
の

４
世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
開
会
式
・
準
備

体
操
の
後
、
元
気
に
明
神
山
を

登
り
、
山
頂
か
ら
見
え
る
歴
史

的
建
造
物
や
亀
の
瀬
地
す
べ
り

対
策
地
区
な
ど
の
説
明
を
聞
き
、

ま
た
、
親
子
で
楽
し
め
る
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
も
あ
り
、
和
や
か
な
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
の
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
雪
丸
の
お
出
迎
え
に
子
ど

も
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
、
王
寺
町

商
工
会
青
年
部
に
よ
る
雪
丸
鍋
が

振
舞
わ
れ
、
み
な
さ
ん
疲
れ
た
体

を
癒
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク

の
よ
う
に
、
定
期
的
に
家
族
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
に
出
か
け
、

家
族
の
ふ
れ
合
い
と
健
康
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

平成28年度地域支援員が決まりました！
～職員を地域支援員に任命～地域支援員とは・・・？

　町内６地区自治連合会（久度、本町、山
西、舟戸・葛下、畠田、明神山地区）へ、そ
れぞれ２名の町職員（地域支援員）を配
置します。
　地域支援員は、地区自治連合会の会
議に出席し、町の主要施策、計画等の情
報をお知らせしたり、地域の課題や要望
等を伺い地区自治連合会と行政との連
絡調整を行います。
　また、地域支援員連絡会議において
地区自治連合会から持ち帰った課題の
検討、意見交換、要望事項について協議
を行い、町全体の調整を図ります。

地域支援員（＊はリーダー）
　久 度 地 区
＊中井 一喜（学校教育課長）・山内 健一（議会事務局係長）
　本 町 地 区
＊森田 眞弓（福祉介護課長）・松川 学（地域交流課係長）
　山 西 地 区
＊前田 日出高（地域交流課長）・安川 貴久（福祉介護課係長）
　舟 戸 ・ 葛 下 地 区
＊片岡 篤（文化交流課長）・鬼頭 祐子（保健センター係長）
　畠 田 地 区
＊柏本 由樹（社会福祉協議会事務局長）・芳川 典生（出納室係長）
　明 神 山 地 区
＊南 昌邦（税務課長）・中谷 千春（福祉介護課主査）

第２回ファミリーウォーク開催

▲展望台から大阪平野を望む

▲ミニゲームで体を動かしました▲仲良くウォーキング♪ ▲何が見えるかな？
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住
民
の
み
な
さ
ん
に
気
軽

に
安
心
し
て
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
環
境

づ
く
り
と
し
て
、
王
寺
駅
か

ら
達
磨
寺
、
明
神
山
へ
の
遊

歩
道
の
ほ
ぼ
中
間
点
に
あ
り
、

日
頃
か
ら
多
く
の
方
々
が

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
散
策
な
ど

で
利
用
さ
れ
て
い
る
葛
下
川

遊
歩
道
（
阿
弥
陀
橋
〜
薬
王

橋
間
）
の
「
相
聞
の
広
場
」
に
、

新
た
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
た
公
衆
ト
イ
レ
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
畠
田
駅
は
、
ホ
ー
ム
の

屋
根
が
駅
舎
付
近
の
み
で
、
通

勤
通
学
時
間
帯
の
標
準
編
成
車

両
「
６
輌
」
に
対
し
「
２
輌
」
分

し
か
な
く
、
雨
の
日
に
は
電
車

を
待
つ
人
が
屋
根
の
下
に
集
ま

り
危
険
な
状
態
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
こ
の
度
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
と

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
３
月
末

を
も
っ
て
「
4
輌
」
分
ま
で
屋
根

を
延
長
す
る
工
事
が
完
了
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
利
用
者
の
よ
り

一
層
の
安
全
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

「
相
聞
の
広
場
ト
イ
レ
」が
完
成
し
ま
し
た
！

太
子
交
差
点
に
待
望
の
信
号
機
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
！

Ｊ
Ｒ
畠
田
駅
上
屋
延
長
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
！

　

３
月
３０
日（
水
）、
美
し
ヶ
丘
地
区
と
ス
カ
イ
ヒ
ル
ズ
地
区
の
中
間

点
に
あ
る
太
子
交
差
点
に
時
差
式
の
信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
の
通
学
路
や
、
生
活
道
路
と
し
て
、
よ
り
一
層
、
安
全
・

安
心
な
交
差
点
と
な
り
ま
し
た
。

そ 

う   

も 

ん
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王
寺
町
初
開
催
！

 「
知
的
書
評
合
戦
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
in
王
寺
」

　

３
月
26
日
（
土
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
、
奈
良
大

学
の
福
西
敏
文
准
教
授
を
講
評
者
と
し
て
お
招
き
し
、
王
寺
町
で
は
初

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
【
中
学
生
・
高
校
生
大
会
】
を

開
催
し
ま
し
た
。
発
表
者
の
５
名
は
、
約
６０
人
の
見
学
者
が
見
守
る
な

か
、
緊
張
感
を
漂
わ
せ
な
が
ら
チ
ャ
ン
プ
獲
得
を
め
ざ
し
て
、
お
勧
め

本
の
魅
力
を
精
一
杯
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、「
本
を
通
し
て
人
を
知
る
、
人
を
通
し
て
本

を
知
る
」
を
合
言
葉
に
、
学
校
や
公
共
図
書
館
な
ど
で
全
国
的
な
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
、新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
す
。
ル
ー

ル
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
！
発
表
者
が
一
人
５
分
で
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

お
勧
め
本
を
紹
介
し
、
全
員
が
発
表
を
終
え
た
ら
、
観
戦
者
が
「
一
番

読
み
た
く
な
っ
た
本
」
に
投
票
し
て
チ
ャ
ン
プ
本
を
決
定
し
ま
す
。

　

初
回
チ
ャ
ン
プ
本
に
輝
い
た
藤
江
優
さ
ん
紹
介
の
『
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店

の
奇
蹟
』
を
含
め
、
５
名
の
紹
介
本
は
町
立
図
書
館
の
特
設
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

　

本
年
2
月
、葛
下
川
遊
歩
道

と
大
和
川
遊
歩
道
を
つ
な
ぐ

工
事
が
完
了
し
、よ
り
安
全
・

快
適
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、４
月

１０
日
（
日
）、葛
下
川
・
大
和
川

遊
歩
道
接
続
開
通
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。当
日
は
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
の
後
、通
り
初
め
が
行

わ
れ
、大
和
川
河
川
敷
の
昭
和

橋
〜
多
聞
橋
間
に
で
き
た

ク
ッ
シ
ョ
ン
性
が
高
く
ひ
ざ

に
優
し
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

みんなで走り初め！
葛下川・大和川遊歩道接続開通式を開催！

池内 　颯さん

氏　名 紹　介　図　書　名

川崎 葉希さん

真城 有佑さん

原田 菜生さん

藤江 　優さん

『アモス・ダラゴン』
ブリアン・ぺロー：著

『アントキノイノチ』
さだまさし：著

『文句の付けようがないラブコメ』
鈴木大輔：著

『ツナグ』
辻村深月：著

『ナミヤ雑貨店の奇蹟』
東野圭吾：著

▲テープカットの様子

▲接続された遊歩道▲子ども駅伝チームの走り初め

▲仲良くスタート！
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　「やわらぎの手帳」をお持ちの方の外出を支援し、健やかに過ごしていただけるよう、「やわらぎの手帳」をお持ちの方が
手帳を提示すると、割引等の優待を受けることができます。
　やわらぎの手帳優待参加事業所に参加いただいている店舗では下記プレートを掲示していますのでプレートのある店
舗をご利用の際は、「やわらぎの手帳」を提示してください。
  また、健康ステーションの記載のあるプレートの掲示店舗では、
健康ステーションをご利用の方にも割引等の特典があります。

お問い合わせは、福祉介護課　福祉係（内線137～140）

やわらぎの手帳を提示いただくとお得な特典があります！

やわらぎの手帳優待参加事業所

優待内容
りーべる王寺東館商店会

備　考店舗名称 対象商品 割引率等

ホットドッグ・サンドウィッチ
トースト＋ドリンクセット

食パン・焼きパン・調理パン
サンドウィッチ類

コーヒー（アメリカン・マイルド・
ストロング・ユール・ブルマン・
モカ・コロンビア・キリマンジェ
ロ・マンデリン）

ホットコーヒーＳ
アイスコーヒーＳ

1,000円以上のお買い上げで100円券を贈呈

ドリンクメニュー全品

全　商　品 3％引き

3％引き

5％引き

30円引き

100円→70円

10％引き

5％引き

5％引き

5％引き

3％引き

3％引き

5％引き

5％引き

3％引き
3％引き

3％引き

5％引き

3％引き
10％引き

5％引き

5％引き

20円引き 雪丸グッズ・ケーキ類他単品は除く

年末・年始を除く

宴会（コース料理）を除く

お子様セットを除く

一部除外品（ドリンク類・ジャム類・雪丸
ケーキ・グッズ類）又はサービス割引券
１０％引きの場合は使用不可

特価品を除く

他の割引との併用不可

セール品を除く

修理を除く

一部除外加工有

コーヒー豆販売は対象外

一部対象外有

ポイントデイ及び割引商品は除く

セール品・特価品・お香商品を除く

特価品を除く

全　商　品

プリントメニュー・販売商品全品

メニュー全品

ＣＤ・経本・特価商品以外おの佛宝堂  王寺店

10,000円以上の購入ladies’ mode nakamura
全　商　品coupe.（クウプ）

全　商　品アジア衣料・雑貨  ビンタン
全　商　品ルージュ

宿泊を伴う旅行料金日本旅行

喫茶  米寿

全　商　品ブティック  しんどう

全　商　品マジックミシン

販売品全品ナカガワ時計店
メガネ一式

宝石・時計修理エレガンスヨシダ

信貴山観光ホテル

虹の湯  西大和店

ピザポケット 王寺店

クリーナー等小物品類
いしばしメガネ

パレットプラザ

とんかつ  かつ喜

北京料理  百楽

インド料理  マユール

マクドナルド  王寺りーべる店

料理人のおばんざい  楽

パン・ド・ブール

カルディーズ クラブ
コーヒー  王寺店

大阪うどん  きらく

パン・ド・ブール・アーミ

ディナーセット全品

配達でのご注文の場合……………チラシ掲載のドリンク１本（500㎖）をサービス
ご来店されお持ち帰りの場合………商品代金総額の５％割引

入浴料大人料金を割引………………通常入浴料…700円→650円

日帰り入浴料を割引 
…………………喫茶をご利用された場合…通常入浴料800円→500円
…………………食事をご利用された場合…通常入浴料500円→300円

たこ焼き  なにわ たこ焼き・焼きそば・カキ氷…………定価から５０円引き
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▲ 協定書を交わす平井町長（中右）と
　 中野柏原市長（中左）

▲協定書を交わす平井町長（右）と萩原南都銀行常務取締役

地
方
創
生
に
か
か
る
連
携
協
定
！

王
寺
町
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

府
県
を
越
え
た
連
携
も
！！

　

３
月
19
日
（
土
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
リ
ー
ベ
ル
ホ
ー
ル
に
て
王
寺
町
防

災
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
活
発
な
自
主
防
災
活
動
を
展
開
し
、
平
成
26
年
度
奈
良
県
防

災
功
労
者
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
「
美
し
ヶ
丘
自
主
防
災
会
」
が
取
組
事

例
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
テ
レ
ビ
の
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
等
で
お

な
じ
み
の
防
災
・
危
機
管

理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
山
村

武
彦
氏
を
お
招
き
し
、

「
〜
自
助
・
近
助
・
共
助

で
つ
く
る
〜
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん

は
、
災
害
等
に
よ
る
被

害
を
減
ら
す
た
め
に
家

族
や
地
域
で
で
き
る
対

策
を
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

※「
自
助
」
は
、一
人
ひ
と
り

　

が
自
ら
取
り
組
む
こ
と

　
「
近
助
」
は
、
隣
人
同
士
で

　

取
り
組
む
こ
と

　
「
共
助
」
は
、
地
域
や
身
近

　

に
い
る
人
同
士
で
取
り
組

　

む
こ
と

　

３
月
１８
日
（
金
）、
王
寺
町
と
大

阪
府
柏
原
市
と
の
間
で
「
災
害
時

に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

大
和
川
の
洪
水
や
今
後
発
生
が

予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
な
ど
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
両
市
町
は
、本
年
２
月
28
日
（
日
）

に
合
同
山
林
訓
練
を
実
施
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
も
交
流
が
図
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
際
、

食
料
、
飲
料
水
や
日
用
品
な
ど
生

活
必
需
物
資
や
資
機
材
の
提
供
、

ま
た
、
応
急
対
策
や
復
旧
活
動
に

必
要
な
職
員
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
す
る
こ
と
と
す
る
今
回

の
防
災
に
関
す
る
協
定
締
結
に
よ

り
一
層
結
び
つ
き
が
強
く
な
り
ま

し
た
。

　

３
月
31
日
（
木
）、
王
寺
町
や
わ
ら
ぎ
会
館
で
株
式
会
社
南
都
銀
行
と
王
寺

町
が
、「
地
方
創
生
に
か
か
る
包
括
連
携
協
定
締
結
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

産
業
振
興
や
雇
用
確
保
等
、
多
様
な
分
野
で
連
携
を
取
り
、
王
寺
町
の
地

域
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

▲山村氏の講演の様子
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ペ
ッ
ト
を
飼
う
時
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、

　
　
　

責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

し
い
子
ど
も
に
育
っ
て
欲
し
い
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

春
の
七
草
（
せ
り
・
な
ず
な
・

ご
ぎ
ょ
う
・
は
こ
べ
ら
・
ほ
と
け

の
ざ
・
す
ず
な
・
す
ず
し
ろ
）
を
入

れ
た
粥
を
無
病
息
災
を
願
っ
て
食

べ
る
習
わ
し
で
、
お
正
月
の
ご
馳

走
で
疲
れ
た
お
腹
を
お
粥
で
休
養

さ
せ
、
野
菜
で
栄
養
を
補
い
ま
す
。

　

お
茶
碗
一
杯
の
ご
飯
に
倍
の
水
、

「
七
草
セ
ッ
ト
」
を
買
っ
て
き
て
、

塩
又
は
昆
布
茶
で
味
を
付
け
ま
す
。

　

嫁
方
実
家
か
ら
贈
ら
れ
た
お
雛

様
を
飾
り
、
菜
の
花
・
桃
の
花
等

の
自
然
の
生
命
力
を
貰
っ
て
降
り

か
か
る
災
い
を
祓
い
、
女
の
子
が

美
し
く
成
長
し
て
、
幸
せ
に
な
る

様
願
い
祝
い
ま
す
。

　

ち
ら
し
寿
司
や
桜
餅
で
楽
し
み
、

雛
祭
り
に
招
か
れ
た
時
に
は
ひ
し

餅
・
草
餅
・
白
酒
・
あ
ら
れ
・
桃
の

花
等
を
贈
り
ま
し
ょ
う
。

　

天
の
川
伝
説
で
１
年
に
１
回
７

月
７
日
の
夕
方
に
会
う
こ
と
が
許

さ
れ
た
彦
星
・
織
姫
の
お
話
か
ら

七
夕
と
な
り
ま
し
た
。

　

又
、
家
族
揃
っ
て
笹
竹
を
綺
麗

に
飾
り
付
け
、
７
日
の
早
朝
の
露

で
墨
を
す
り
、
女
の
子
は
習
い
事

が
上
達
す
る
様
に
、
男
の
子
は
字

が
上
手
に
な
り
ま
す
様
に
・
・
と

短
冊
に
書
い
て
願
い
を
込
め
笹
に

吊
る
し
た
そ
う
で
す
。

　

菊
の
花
を
愛
で
、
茶
会
や
謡

（
猩
々
）、
流
鏑
馬
・
烏
相
撲
（
上

賀
茂
神
社
）・
最
近
で
は
ラ
イ
ブ
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
中
で
は
９
月
９
日
群
臣
に
詩

を
作
ら
せ
、
菊
酒
の
宴
を
開
い
た

様
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で
も
、
我

が
家
の
重
陽
の
節
句
を
企
画
し
て

お
子
様
と
楽
し
ま
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
！

　

菊
の
花
を
５
本
程
買
っ
て
き
て

お
子
様
と
い
け
る
と
か
、
お
月
様

を
眺
め
て
童
話
を
読
ん
で
あ
げ
る

と
か
、
我
が
家
だ
け
の
重
陽
の
節

句
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

　

五
月
《
皐
月
》
と
も
呼
び
、
早

苗
を
植
え
る
月
の
略
語
で
、
緑
も

青
々
と
し
て
端
午
の
節
句
が
や
っ

て
き
ま
す
。

　

庭
に
は
子
ど
も
の
喜
ぶ
鯉
の
ぼ

り
が
元
気
い
っ
ぱ
い
空
を
泳
ぎ
、

武
者
人
形
が
部
屋
に
飾
ら
れ
ま
す
。

　

五
月
人
形
と
は
、「
内
飾
り
」
と

言
わ
れ
、
兜
や
鎧
と
言
っ
た
武
具

を
飾
る
事
で
降
り
か
か
る
災
難
を

防
ぎ
、
繁
栄
を
願
い
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
と
、
強
く
逞
し
く
・

賢
く
育
つ
よ
う
に
願
い
ま
す
。

　
「
外
飾
り
」
は
出
世
魚
と
呼
ば
れ

る
鯉
に
あ
や
か
っ
て
願
い
、
鯉
の

ぼ
り
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

初
節
句
に
は
先
端
50
㎝
の
葉
を

残
し
た
檜
を
使
っ
た
り
、
太
い
青

竹
の
先
に
回
転
玉
を
セ
ッ
ト
し
て

ポ
ー
ル
に
し
た
も
の
で
す
。

　

菖
蒲
の
花
は
「
魔
除
け
」
と
し

て
使
わ
れ
、
菖
蒲
酒
に
し
た
り
、

菖
蒲
枕
や
お
風
呂
に
浮
か
べ
た
り
、

軒
先
に
吊
る
し
た
り
し
ま
す
。

　

振
子
の
虎
を
飾
る
の
は
、
虎
は

一
夜
で
千
里
を
走
り
、
必
ず
ね
ぐ

ら
に
帰
る
と
云
わ
れ
、
元
気
で
逞

　「王寺町十二月」は
「Hands-on すこやか
親子21」（第2次王寺
町母子保健計画）で立
ち上がった、住民メン
バー主体のボランティ
アグループの１つです。

「
王
寺
町
十
二
月
」の
コ
ラ
ム

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
う     

じ    

ま
ち 

じ
ゅ
う  

に    

つ
き

　

犬
が
散
歩
中
に
し
た
ふ
ん
を

放
置
し
た
ま
ま
の
ケ
ー
ス
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
道
路
や
公
園
だ
け

で
な
く
、
住
宅
の
前
に
ふ
ん
を
落

と
し
た
ま
ま
の
場
合
も
多
く
、
迷

惑
を
被
っ
て
い
る

方
も
お
ら
れ
ま
す
。

散
歩
中
の
ふ
ん
は
、

飼
い
主
の
責
任
で
、

持
ち
帰
っ
て
処
理

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

小
さ
な
犬
で
も
苦
手
な
人
に
は

怖
い
も
の
で
す
。
放
し
飼
い
に
は

せ
ず
、
散
歩
の
と
き
は
リ
ー
ド
な

ど
で
、コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
、
急
に
飛

び
出
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
気
持
ち
よ

く
お
散
歩
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
の
問
題
で
、
周
囲
の
方
が

迷
惑
し
て
い
る
と
い
う
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
、
の
ら

猫
や
ハ
ト
に
む
や
み
に
エ
サ
を
与

え
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

多
く
の
猫
や
ハ
ト
を
一
か
所
に

集
め
、
フ
ン
害
な
ど
で
周
囲
に
迷

惑
を
か
け
、
不
衛
生
な
状
況
を
生

み
出
し
ま
す
。

　

自
己
満
足
で
は
な
く
、
自
己
責

任
に
基
づ
い
た
行
動
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

ご
近
所
の
す
べ
て
の
方
が
、
犬

や
猫
な
ど
動
物
好
き
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど

で
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
地
域
で
も
理
解
が

え
ら
れ
る
よ
う
、
マ
ナ
ー
と
ル
ー

ル
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

散
歩
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

安
易
な
エ
サ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
日
本
の
お
祭
り
行

事
の
一
つ
で
、重
要
な
節
句
を
あ
ら
わ
す
五
節
句
。

　
我
が
家
に
合
っ
た
形
で
、イ
ベ
ン
ト
と
し
て
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ご   

が
つ

よ
ろ
い

５
日
５
月

端
午
の
節
句
《
五
月
人
形
》

た
ん  

ご

１
月
７
日

七
草
の
節
句
《
七
草
粥
》

な
な 

く
さ

7
月
７
日

七
夕
の
節
句
《
し
ち
せ
き
》

た
な 
ば
た

9
月
9
日

重
陽
の
節
句
《
菊
の
節
句
》

ち
ょ
う
よ
う

3
月
3
日

上
巳
の
節
句　

又
は　

桃
の
節
句
《
雛
祭
り
》

じ
ょ
う 

し

さ　

つ
き

め

う
た
い

し
ょ
う 

じ
ょ
う

や
ぶ  

さ    

め

か
ら
す 

ず　

も
う

し
ょ
う 

ぶ
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３
月
25
日
付
け
で
達
磨
寺
が

所
有
す
る
３
件
の
文
化
財
が
、

新
し
く
王
寺
町
指
定
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
（
4
ペ
ー
ジ

参
照
）。

　

そ
の
う
ち
の
２
件
は
、
す
で

に
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た

こ
と
が
あ
る
の
で
、
今
回
は
「
聖

徳
太
子
御
絵
指
示
」
に
つ
い
て

詳
し
く
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

全
長
19
ｍ
の
巻
物

　
「
聖
徳
太
子
御
絵
指
示
」
は
、

49
枚
の
紙
を
張
り
継
い
で
つ

く
っ
た
巻
物
に
、
墨
で
文
字
を

記
し
た
も
の
で
す
。
紙
の
縦
の

長
さ
は
28
・
７
㎝
で
、
１
行
に
21

文
字
前
後
ず
つ
記
し
て
い
ま
す
。

　

49
枚
の
紙
の
う
ち
、
紙
の
横

の
長
さ
は
ほ
と
ん
ど
が
42
・
７
㎝

で
す
が
、
な
か
に
は
８
・
７
㎝
や

19
・
５
㎝
の
も
の
な
ど
短
い
紙
も

あ
り
ま
す
。
49
枚
の
紙
を
張
り

継
い
だ
長
さ
、
巻
物
を
全
部
開

い
た
と
き
の
長
さ
は
な
ん
と
19
・

２
ｍ
も
あ
り
ま
す
。

　
「
聖
徳
太
子
御
絵
指
示
」
に
は
、

虫
食
い
に
よ
っ
て
穴
の
開
い
た

箇
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
残
念

な
が
ら
保
存
状
態
が
良
い
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
虫
食
い
の
穴
は

巻
物
を
丈
夫
に
す
る
た
め
に
、

さ
ら
に
裏
側
に
張
っ
た
裏
打
ち

の
紙
に
ま
で
開
い
て
い
る
も
の

と
、
文
字
を
記
し
た
表
の
紙
に

だ
け
開
い
て
い
る
も
の
の
２
種

類
が
あ
り
、
虫
食
い
に
は
裏
打

ち
を
し
た
後
と
、
裏
打
ち
を
す

る
前
の
時
間
的
な
差
の
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。「
聖
徳
太
子

御
絵
指
示
」
が
記
さ
れ
て
虫
食

い
が
出
る
ほ
ど
の
時
間
が
経
っ

た
後
、
巻
物
が
表
装
し
直
さ
れ
、

さ
ら
に
そ
れ
か
ら
虫
食
い
が
出

る
ほ
ど
の
時
間
が
経
過
し
て
い

る
の
で
す
。

鎌
倉
時
代
末
期
の
写
し

　

で
は
、
こ
の
「
聖
徳
太
子
御

絵
指
示
」
は
、
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

巻
物
の
最
後
の
部
分
に
は
、

奥
書
と
い
っ
て
、
い
つ
、
誰
が
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
そ
れ
を
記

し
た
の
か
が
書
か
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、「
聖
徳
太

子
御
絵
指
示
」
に
は
そ
れ
が
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
こ
の

巻
物
が
つ
く
ら
れ
た
背
景
が
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
記

さ
れ
て
い
る
文
章
を
詳
し
く
見

て
い
く
と
、
鎌
倉
時
代
の
末
期

に
橘
寺
の
長
老
で
あ
っ
た
法
空

と
い
う
お
坊
さ
ん
が
書
い
た

『
上
宮
太
子
拾
遺
記
』
と
い
う
書

物
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、「
聖

徳
太
子
御
絵
指
示
」
と
は
『
上

宮
太
子
拾
遺
記
』
を
書
き
写
し

た
も
の
な
の
で
す
。

　

そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

聖
徳
太
子
の
伝
記
で
あ
り
、「
御

絵
指
示
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か

ら
、
聖
徳
太
子
の
伝
記
を
絵
で

表
現
し
た
聖
徳
太
子
絵
伝
を
絵

解
き
す
る
（
絵
を
見
せ
な
が
ら

説
明
す
る
）
た
め
の
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
聖
徳
太
子
御
絵
指
示
」
に
記

さ
れ
る
一
字
一
句
が
『
上
宮
太

子
拾
遺
記
』
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

り
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
達

磨
寺
の
「
聖
徳
太
子
御
絵
指
示
」

が
書
き
写
さ
れ
た
の
も
『
上
宮

太
子
拾
遺
記
』
と
時
間
的
な
差

が
少
な
い
鎌
倉
時
代
末
期
の
こ

と
で
あ
る
と
評
価
で
き
ま
す
。

　

達
磨
寺
は
、
聖
徳
太
子
と
達

磨
大
師
が
出
会
っ
た
と
さ
れ
る

場
所
に
建
っ
て
い
る
の
で
、
昔
の

人
は
こ
の
巻
物
で
聖
徳
太
子
の

こ
と
を
勉
強
し
た
の
で
し
ょ
う
。

達
磨
寺
に
伝
わ
る
鎌
倉
時
代
の
巻
物

〜「
聖
徳
太
子
御
絵
指
示
」〜

第36回

   思いつくまま、
歴史の旅

し
ょ
う

ま
き  

も
の

お
く  

が
き

た
ち
ば
な
で
ら

ち
ょ
う 

ろ
う

ほ
う  

く
う

じ
ょ
う 

ぐ
う  

た
い　

し　
し
ゅ
う  

い　

 

き

し
ょ
う
と
く   

た
い   

し　
　

え　

で
ん

え

と

と
く　

た
い　

し　

お
ん　

 

え　
　

し　

  

じ

▲ 「聖徳太子御絵指示」の最初の部分
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●火・水・木・金曜日

印は休館日です

9:30～19:00
●土・日曜日・祝日 9:00～17:00

図書館ホームページアドレス
http://www.library.oji.nara.jp/

http://www.library.oji.nara.jp/i/ihome.html

TEL:0745-73-3398
FAX:0745-31-5123

6月

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

4

11

18

25

5

12

19

26

火 水 木 金 土日 月

3

10

17

24

7

14

 21

28

6

13

20

27

開館時間

お問い合わせ

携帯版

5月

4

11

18

25

5

12

19

26

7

14

21

28

1

8

15

22

29

火 水 木 金 土日 月

6

13

20

27

3

10

17

24

31

2

9

16

 23

30

小説・エッセイ 趣味・実用書 歴史・社会・その他

え　ほ　ん ものがたり ち　し　き

おすすめ新着図書（3月末現在）

　28年前、八百長疑惑を
かけられてみずから命を
絶った伝説の下手投げ
投手Ｋ・Ｍ。作家の芹澤
真一郎は、Ｋ・Ｍの伝記を
書くべく関係者たちのもと
を取材して回るが、彼にま

つわるエピソードにはいくつもの謎があり･･･。

　天災、焼失、戦争、人
為的な破壊、盗難…。
今では観ることのでき
ない美術品を一堂に
集めた、紙上での展覧
会。作品が失われる前
に撮られた写真や、弟

子によって描かれた模写などを掲載し、
解説する。

『たまらなくグッドバイ』 
　　　　　　　　     　大津光央：著

『あったかいな』
　　　片山健：絵　くすのきしげのり：作

『海の見える理髪店』 荻原浩：著

『コーイチは、高く飛んだ』 辻堂ゆめ：著
『今はちょっと、ついてないだけ』
 伊吹有喜：著

『うめ婆行状記』 宇江佐真理：著

『謎の女幽蘭』 出久根達郎：著

『ハーレーじじいの背中』 坂井希久子：著
『武蔵無常』 藤沢周：著

『さよなら、ママ』 キャロル・ガイトナー：著

『「失われた名画」の展覧会』
　　　　　　　　　   　 池上英洋：著

　幕藩体制下、貿
易国オランダとのや
り取りをすべて担っ
た日本側の通訳官
「阿蘭陀通詞」。彼
らはいかに異国の
言葉を学んだのか。
海外情報の翻訳、
注文書作成、カピタンの江戸参府への
同行など、苦闘する通詞の姿を追う。

『江戸時代の通訳官』 
　　　　　　　　　　　 片桐一男：著

『地球を「売り物」にする人たち』
　　　　　 マッケンジー・ファンク：著

『世界の美しい庭園図鑑』
　　　　　　　　 大野暁彦：他監修

『大橋鎭子と花森安治
 「暮しの手帖」二人三脚物語』
　　　　　　　　　 　塩澤実信：著

　テレビで、水族館か
ら脱走したペンギンの
ニュースを見た広太。
そのペンギンに、転校
生で学校になじめな
い自分を重ね合わせ
た広太は、ペンギン探
しを始め…。

　なぞなぞの歴史を
紐解きながら、日本と
世界のなぞなぞを紹
介。江戸時代のなぞか
け問答や、判じ絵、クイ
ズと同じ点やちがう点
などをくわしく解説する
ほか、世界各国のなぞ
なぞや、なぞなぞ・なぞかけのつくり方も収録。

　ゆうちゃんの家
の飼い猫・ミーちゃ
んがもうすぐ赤ちゃ
んをうむ。赤ちゃん
がうまれたら、ミー
ちゃんはお母さん
になるのだ…。猫の
出産に立ち会う２
人の女の子と、命の誕生を描く。

『脱走ペンギンを追いかけて』　　
 　　　　 　　　　   山本省三：作

『なぞなぞ学』　　　　　
　　　　　　　 　　  稲葉茂勝：著

『二度とない人生だから、今日一日は笑顔でいよう』
　　　　　　　　　    横田南嶺：著

『図解社会人の基本敬語・話し方大全』
　　　　　  　　　　 岩下宣子：著

『音鉄 耳で楽しむ鉄道の世界』
  　　　　　　　　　片倉佳史：著

『そえぶみ箋の使い方』
　　　　　  　むらかみかずこ：監修

インターネットの安全

レトロを楽しむ

話す技・伝える技

伝記の本を読もう

図書館 『今月の特集』 コーナー図書館 『今月の特集』 コーナー

図書館の
イベント にこにこ(3歳以上向け)

5月 15日（日）14：00～

ヨムヨム(4歳以上向け)
5月 8日（日）14：00～

きらきら(5歳以上向け)
5月22日（日）14：00～

絵本の部屋(プレママ・プレパパ・0歳児)
5月24日（火）10：30～

おはなしふれあいタイム
(2歳以上～小学生低学年)
5月 21日（土）14：00～

ぴよぴよ(1・2歳以上向け)
6月 7日（火）10：30～

わくわく人形劇
6月 5日（日）14：00～

腹話術
5月29日（日）14：00～

雑誌・図書リサイクルフェア
5月28日（土）9：30～16：00

読み聞かせ イベント

（要整理券）
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ほ こ
ぶ　

 

し

王
寺
町
文
化
協
会

川
柳
・
短
歌
・
俳
句
部
会

芝
池
小
夜
子

春
場
所
の
観
客
の
中
に
昆
ち
ゃ
ん
の
姿
は
今
日
も
又
見
え
ず
な
り

盛
一
　
　
環

古
城
に
似
し
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
空
暗
く
雪
に
な
る
ら
し
風
騒
ぎ
立
つ

阿
南
　
英
利

人
住
ま
ず
な
り
て
久
し
き
裏
通
り
の
家
今
日
は
売
家
の
広
告
の
見
ゆ今

西
　
幹
二

春
光
を
つ
か
む
が
如
く
ひ
ら
き
初
む
辛
夷
白
蓮
風
つ
め
た
く
も

太
平
美
津
子

人
々
が
通
り
て
堤
は
強
く
な
る
我
も
惚
り
行
く
背
割
り
の
桜

塩
川
　
雄
三

落
花
踏
む
少
し
と
ま
ど
ひ
あ
り
に
け
り

中
山
　
富
子

種
袋
余
り
の
薄
さ
振
っ
て
見
る

五
十
嵐
廣
子

新
し
き
散
歩
道
行
く
朝
桜本

多
紀
代
子

本
堂
の
暗
き
と
も
し
び
花
会
式

大
谷
　
峯
雄

大
峰
の
群
峰
遥
か
山
笑
ふ森

川
　
　
翠

心
ま
で
幸
せ
気
分
桜
人　

堀
上
　
慶
子

菜
の
花
の
黄
に
染
ま
り
つ
つ
風
渡
る

大
西
　
博
子

あ
れ
そ
れ
で
顔
色
を
読
む
空
気
読
む

大
村
　
三
郎

外
人
で
ホ
ー
ム
が
埋
ま
る
無
人
駅

山
田
　
謙
造

孫
の
弾
く
ピ
ア
ノ
で
躍
る
老
い
ふ
た
り

秋
山
喜
太
郎

好
奇
心
入
れ
る
器
が
小
さ
過
ぎ

西
　
　
和
雄

約
束
の
時
効
を
巡
り
も
め
て
い
る

胡
内
　
敏
雄

た
っ
ぷ
り
の
修
正
液
で
過
去
を
消
す

　
稲
葉
　
長
生

お
人
好
し
だ
か
ら
骨
ま
で
し
ゃ
ぶ
ら
れ
る

清 掃 分 庁 舎 tel 73-2518 fax 73-2518
泉の広場公民館 tel 73-1162 fax 40-0744

王 寺 ア リ ー ナ
文化福祉センター
老人憩いの家片岡の家

tel 72-1033 fax 72-1033
tel 32-5201 fax 73-6333
tel 72-6602 fax 72-6602

や わ ら ぎ 会 館
図  書  館  シルバー人材センター

tel 31-5555 fax 72-9588
教育委員会事務局 tel 72-1031 fax 72-9588

tel 73-3398 fax 31-5123 tel 72-1018 fax 72-1016
お知らせコーナー

　

平
成
２７
年
度
、王
寺
町
の
相
談
件
数
は
７9

件
（
前
年
比
1
0
7
％
）で
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
と
新
聞
の
相
談
が
、目
立

ち
ま
し
た
。

　

覚
え
の
な
い
サ
イ
ト
か
ら
の
請
求
や
光
回
線
の
電

話
勧
誘
と
、１０
年
前
５
年
前
に
契
約
し
た
新
聞
を
解

約
し
た
い
と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。

　

ア
イ
ロ
ン
や
給
湯
器
、温
水
便
座
、屋
根
工
事
、外

壁
工
事
、汚
水
桝
洗
浄
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
も
あ
り
ま

し
た
。

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、世
の
中
の
仕
組
み
は
ま

す
ま
す
複
雑
に
な
り
、消
費
者
が
契
約
内
容
や
販
売
シ

ス
テ
ム
を
理
解
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、安
全
・
安
心
な
一
億
総
活
躍

社
会
の
実
現
に
は
、多
様
な
人
々
が
各
自
の
強
み
を
活

か
し
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

王
寺
町
消
費
生
活
相
談
で
は
、消
費
生
活
全
般
に

関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
、消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
解

決
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
費
用
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。一
人

で
悩
ま
ず
に
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日
時　

毎
週 

月
・
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
） 

　
　
　
　
　
　

 

１０
時
〜
１５
時

◆
場
　
　 

所　

役
場
１
階
消
費
相
談
室

　
　
　
　
　
　

☎
７３ 

ー 

２
０
０
１
（
内
線
５
１
６
）

お
う
じ
消
費
生
活
相
談
室

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

「
み
ん
な
の
強
み
を
活
か
せ

～
安
全
・
安
心
な
社
会
に
一
億
総
活
躍
～
」

　
今
年
度
の
統
一
テ
ー
マ
は
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王 寺 町 役 場
上 下 水 道 課

tel 73-2001 fax 32-6447
tel 73-2568 fax 32-0620

地域交流センター
保 健 セ ン タ ー
中 央 公 民 館

tel 33-3000 fax 33-3001
tel 33-5000 fax 33-5001
tel 32-0261 fax 31-3555

お知らせ
コーナー

雪丸NOW!～王寺町公式Ｆａｃｅ bｏｏｋページ　「雪丸おさんぽタイムfrom王寺町」より～

　このコーナーでは、インターネット上で公開している王寺町公式Ｆacebookページ
「雪丸おさんぽタイムfrom王寺町」に投稿された記事の中から、みなさんに知ってほし
いオススメ情報をピックアップし、毎月お伝えします！

ナ　　ウ

また、役場窓口をはじめ、町内公共施設にも募金箱を設置
しております。みなさん、ご協力をお願いします。

（平成28年3月末現在）

現在の寄付金額

￥8,694,997

達磨寺方丈修復プロジェクト
ご寄付ありがとうございます!

(Ú ω`)/できました!!
リーベル王寺東館5階の
地域交流センター横にある、
雪丸カフェ『ポエム』に、ほんじつより
新メニュー登場！

(Ú ω`)/じゃじゃーん！
町のスポーツ施設、王寺アリーナ
１Ｆロビーに・・・
ぼくがデザインされた自動販売機が
設置されましたよ～～!!(U☆ω☆)ｲﾔｯﾎ !ー

王寺町善意銀行  

【社会福祉協議会へ】

寄せられた寄附は、地域福祉事業に有効に活用いたします。

ご寄附いただきありがとうございました善意のご寄附

◎上山孝子様 から
　 　  ………………………… 5,000円
◎ボランティアグループなでしこ会様 から
　 　  ………………………… 30,000円
◎匿　名 様 から…………… 40,000円

Ｆacebookページもぜひご覧ください！（アドレス：https://www.facebook.com/yukimaru11）

なんと！ぼくのクッキーがついたチーズ
ケーキです！
一つ250円での販売！(́ ω`U)/
コーヒーセットは400円での販売です！

『ポエム』でしか味わえない一品
(U☆ω☆)ｳﾋｮｰ!
みなさんぜひぜひ、食べにいってくださ
いね☆

白を基調としたスタイリッシュさ・・・！
前面には王寺町のお知らせスペース
完備！側面にはかっこいいぼくの雄姿！
 　　
みなさんもアリーナでさわやかな汗を
流したあとは、雪丸自販機をご利用くだ
さ～い(*́ ω` )

（４月１１日投稿分より） （３月２５日投稿分より）



す
く
す
く
王
寺
っ
こ
平
成
28
年
3
月
9
日（
水
）撮
影
（
10
か
月
児
健
診
に
て
）

あ・と・が・き

■
 発
行
・
編
集
／
王
寺
町
役
場
・
政
策
推
進
課

■
 発
行
年
月
日
／
平
成
2
8
年
5月
6日（

金
）

　各小学校の１年生クラスでは4月15
日（金）から給食がスタートしました。
　献立はビーフカレーにブロッコリー
コーンサラダ、牛乳、麦ご飯。デザート
にはお祝い紅白ゼリーが出され、児童
たちは大喜びではじめての給食を味
わいました。

 2016. 5  N
o.661

王寺町公式サイト http://www.town.oji.nara.jp/
eメール yawaragi@town.oji.nara.jp

この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用しています

〒
636-8511 

奈
良
県
北
城
郡
王
寺
町
王
寺
2丁
目
1ー
23 

tel 0745ー
73ー

2001  fax 0745ー
32ー

6447
■
 王
寺
町
役
場
 

王
寺
町
役
場

■今月の表紙

のうごき 平成28年3月31日現在（前月比）
人口 23,505人（+15） 男 11,148人（+5） 女 12,357人（+10） 世帯数 9,954世帯（+28）

　皆様、こんにちは。４月１日の人事異動で広報担当になりました。
携わりたかった王寺町広報誌。大好きな町に住む方々の、さまざまな
「顔」や「思い出」をお届けできるよう、町中をかけまわってより良い紙
面を作成したいと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。
　さて、私が住むマンションの裏山に、春からウグイスの鳴き声が響
き渡っています。耳をすませて聴いてみると、美しい鳴き声もあれ
ば、「ホケッ！ホー・・ケッキョ！」と、まだまだな鳴き声も。このヘタクソ
な新米ウグイスが、初夏までにどれほど上達するのか。広報初心者
の私は親近感と対抗心を覚えずにはいられません。

咲歩ちゃん（11か月）
さ　 ほ
▲

笑顔が最高！
春からの保育園も楽しもうね

慎ちゃん（11か月）
しん
▲

スーパーベイベイ慎君。
これからが楽しみ♡

由衣ちゃん（11か月）
ゆ　 い
▲

笑顔いっぱい　元気に育ってね♡
侑生ちゃん（11か月）
ゆう　き

和生ちゃん（11か月）
かず　き

▲

侑くん、和くん大好き！
３人兄弟仲良くね

佳世ちゃん（10か月）
か　 よ
▲

心も体も健やかにー！
莉奈ちゃん（10か月）
り　 な
▲

心身共に健康に育ってね♪
我が家の宝物☆

結人ちゃん（10か月）
ゆい　と
▲

笑顔いっぱいありがとう！
晴希ちゃん（11か月）
はる　き
▲

元気いっぱい育ってね
乃咲ちゃん（10か月）
の　 わ
▲

元気いっぱい笑顔いっぱい、
大きく育ってネ

奈央ちゃん（11か月）
な　  お
▲

すくすく笑顔いっぱい
元気いっぱいに育ってね！

陽菜ちゃん（10か月）
ひ　 な

香菜ちゃん（3歳）
か　 な

▲

２人で元気に仲良く、
すくすく育ってね

ウィリアムちゃん（11か月）
ロ－レンスちゃん（3歳）

▲

D・G・L・Ｗｉｌｌｙげんきにすくすくと

奏太ちゃん（10か月）
かな　た
▲

家族のムードメーカー♡
スマイルスマイル☺

陽斗ちゃん（10か月）
はる　と
▲

強く、優しく、陽のように
大きくなってね

悠李ちゃん（10か月）
ゆう　り

紗菜ちゃん（3歳）
すず　な

▲

食いしん坊の２人、
もっと大きくなぁれ☆

悠翔ちゃん（11か月）
はる　と
▲

悠翔 大好き♡
生まれてきてくれてありがとう

奏芽ちゃん（10か月）
かな　め
▲

笑顔を大切に元気いっぱい
大きくなってね♡

紗良ちゃん（10か月）
さ　  ら

紗希ちゃん（4歳）
さ　  き

▲

姉妹仲良く元気に育ってね♡

陽菜ちゃん（10か月）
ひ　 な

結葉ちゃん（7歳）
ゆい　は
心温ちゃん（4歳）
こ　 はる

▲

みんな仲良く元気に育ってね♡

広
報王
伸


